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平成 25 年 3 月 29 日 作成   
平成 25 年 5 月 1 日 一部改訂 

 
 日本臨床腫瘍薬学会（以下、JASPO という）では、よりよいがん医療の実現のため、薬

剤師による臨床研究（アンケート調査や業務改善などを含む）を推進しております。 
 JASPO では高度なエビデンスの構築を支援すると共に、多くの会員ががん医療に関する

臨床研究を進め情報を蓄積していくことが重要だと考えております。 
 そこで、これから臨床研究を積極的に実施していただける若手研究者を対象とし、研究

助成事業を行うことといたしました。 
 なお、本助成につきましては、がん医療の発展のために役立ててほしいとの趣旨で個人

（山本 茂子 氏）より頂戴いたしました寄付金を活用し実施する事を申し添えます。 
 
 
応募資格 
・代表研究者が JASPO の正会員であること 
・これまでに財団法人や各省庁、市町村等が実施する研究助成を受けたことがないこと 
・所属長もしくは上司からの推薦を得られること。 
・よりよいがん医療の実現に対して熱い思いで取り組んでいること 
・職種は問わないが、研究実施者に実地医療に携わる薬剤師（病院薬剤師もしくは、保険

薬局薬剤師）を 1 名以上含むこととする。 
 
募集テーマ 
 地域でがん患者をサポートするための研究 
 
 近年、支持療法の発達や内服抗がん剤の進歩などにより外来にて抗がん剤治療が行われ

ている。しかしながら、病院と地域医療との連携や、保険薬局を含めた地域医療機関の受

け入れ体制は十分とは言いがたい。 
 そこで、本事業ではよりよい薬薬連携の実現や、保険薬局、もしくは病院薬剤部でのが

ん患者のケア向上に関する研究など、実地医療に直結した研究課題を募集するものである。 
 
 
助成内容 
助成件数：1～2 件 



 
助成金額：1 件につき 40 万円以内 
     ただし対象となる経費は研究に直接必要となる次の経費の一部または全部とし

ます。 
(1)設備備品費 
(2)消耗品費 
(3)借料、損料 
(4)資料費 
(5)印刷費 
(6)旅費  
(7)研究協力謝金 
(8)通信・運搬費 
(9) その他研究に直接必要と認める経費 

 
助成期間：平成 26 年 1 月から 12 月迄の 1 年間とする 
 
募集期間：平成 25 年 5 月 1 日-7 月 31 日（必着） 
 
応募方法：「H25 JASPO がん研究助成申請書」に必要事項を入力、押印し、平成 25 年 7
月 31 日までに申請書の印刷物（正 1 部、複 3 部）とファイルを事務局まで送付する（必着）。  
 申請書のファイルはＵＳＢメモリー、ＣＤＲ等の記録媒体に「H25 助成（申請者氏名）」

の名称で保存する。 なお、送付された記録媒体は原則返却しない。 
 
 送付先 
 〒104-0045  東京都中央区築地 1-9-4 ちとせビル㈱朝日エル内  
 日本臨床腫瘍薬学会 事務局 宛 
 「H25 JASPO がん研究助成申請書 在中」と朱書きして下さい。 
 
審査基準： 

実地医療に対する研究の有用性、将来性、実現の可能性、応募者の熱意等を勘案し、審

査委員会にて選考する。なお、同等の評価の場合は、年齢の低い応募者を優先する。 
 
審査結果：審査委員にて選考し、平成 25 年 10 月初旬に申請者へ通知 
 
実績報告：平成 27 年 2 月までに研究成果、会計報告を行って頂きます。 
     また、研究成果は JASPO 学術大会にて報告することを推奨します。 



 
 
 

本件に関する問合せは 
日本臨床腫瘍薬学会 事務局 
E-mail: jaspo@ellesnet.co.jp 

までメールでお願いいたします。 

mailto:jaspo@ellesnet.co.jp

